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研究成果の概要（和文）：主観的な職場および家庭内ストレスを客観的指標で評価する方法として、自律神経機能検査
を検討した。本研究では①自律神経機能指標に及ぼす交絡因子（性、年齢、肥満指数、睡眠時間など）の影響の解析、
②職場ストレスの肝機能への影響の解析、③職場ストレスと家庭内ストレスの自律神経機能指標への影響の解析を行っ
た。これらの結果、自律神経機能指標のうち、QT指標の方がQTc時間よりも心拍数の影響を受けにくく、より有用な指
標と考えられた。また、自律神経機能指標は職場ストレスよりも家庭内ストレスを反映することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Three studies were done to assess subjective stress by using objective indicators,
 i.e., QTc time and QT index on ECG: (1) To test links between QT-related parameters and the covariates po
ssibly distorting them, the averaged RR and QT intervals were measured for 150 students.  Sex, BMI and fat
 percentage were significantly related to the Bazett's QTc or Rautaharju's QT index. (2) To clarify if spe
cific dietary behavior is related to liver injury, liver markers and dietary behaviors such as lunch menu 
were explored in 1809 workmen. Habitual instant noodle ingestion and ethanol intake were associated with e
levated ALT. (3) To assess the impact of job and domestic stresses on autonomic nervous function, the link
s between the QT-related parameters and job/domestic stresses were analyzed in 1809 workmen. QT index was 
associated with drinking habit, and domestic stress. In conclusion, QT index appears to be a more useful i
ndicator than the QTc; also, QT index may reflect domestic stress.
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１．研究開始当初の背景 
 日常のストレスが副腎皮質ホルモンや各種自律神
経系機能 (血圧や心拍数ほか) に現れやすいことは
古くより知られている。また、１日の労働時間が、
平均７～９時間の労働者と比べて、平均 11時間以上
や７時間未満の労働者は心筋梗塞の発症が高くなる
ことが明らかにされている。一方、動脈硬化やスト
レスが影響するかもしれない心室細動 (Brugada 症
候群を除く) などによる突然死に影響する一要因と
して心拍数がある。研究代表者は、これまでに交替
制勤務者と日勤者の心電図解析を行い、交替制勤務
者は、日勤者と比べ、心電図 QTc時間の延長と心拍
変動解析による副交感神経活動レベルが低下するこ
とを報告してきた。また、交替制勤務に組み込まれ
ている看護師は、保健師を含む日勤看護師と比較し
て、心電図 QT 指標の増大と交感神経優位状態を特
徴としていた。さらに、心電図の QTc時間が計測さ
れていたある健康保険組合員の中で、突然死が 2 名
（自殺と心筋梗塞）が発生し、後で QTcデータを調
べると 0.44秒を超えていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、ストレスの多い自動車販売従事者約
2,200名を対象として、ストレスに関する職場、家庭
の調査とともに、心電図、心拍変動、心電図 QTc等
の測定を行い、主観的ストレスと自律神経系機能の
関係を解析し、自律神経系機能が主観的ストレスの
客観的指標になり得るのか、また、どの主観的スト
レスがいずれかの自律神経指標にもっとも影響しや
すいのか検討した。このため、本研究では以下の順
序で研究を進め、これらの結果に照らして、文献的
に病態生理を考察した。 
 ①自律神経系機能指標に及ぼす交絡因子 (性、年
齢、BMI) の影響の解析 

 ②職場ストレスの肝機能への影響の解析 
 ③職場ストレスと家庭内ストレスの自律神経系機
能指標への影響の解析 

 
３．研究の方法 
 ①心電図 QT 関連指標とこれを歪める可能性のあ
る交絡因子 (共変量) の関係を見当するために、
18～26歳の男性 64名と女性 86名の平均 RR時
間と QT 間隔時間を単誘導心電計で測定し、
Bazett の修正 QT 時間 (QTc 時間) と Rautaharju
らによって定義された QT index (QT指標) を算
出した。交絡因子として、性、年齢、肥満指標 
(BMI)、体脂肪率、飲酒習慣、睡眠時間、運動習
慣を同時に調べた。 

 ②男子自動車販売従事者 2,200 名に自記式質問票
を配布し、その中の 1,857名から回答を得た。質
問票調査後に行われた定期健康診断結果から得

られた肝機能検査値 (ALT、AST、GGT) と自記
式質問票データを、社内 ID番号を用いて連結し、
研究開始前に設定された除外診断に該当する対
象者を除いた 1,809名で、年齢、BMI、食事習慣 
(朝欠食、昼食メニュー、間食、夕飯時刻の規則
性)、喫煙・飲酒習慣の有無、運動習慣の有無、
睡眠時間、職場ストレスの有無、溶剤作業の有
無が肝機能の異常に関連するのか否か調べた。 

 ③男子自動車販売従事者 2,200 名に自記式質問票
を配布し、その中の 1,857名から回答を得た。質
問紙票調査後に行われた定期健康診断結果から
得られた血圧および自律神経系機能 (血圧、心
拍数、QTc時間、QT指標) データと自記式質問
票データを、社内 ID番号を用いて連結し、研究
開始前に設定された除外診断に該当する対象者
を除いた 1,809名で、年齢、BMI、職場・家庭内
ストレスの有無、喫煙・飲酒習慣の有無、運動
習慣の有無、睡眠時間が血圧・自律神経系機能 
(QTc時間、QT指標) にどのように関連するか調
べた。 

 
４．研究成果 
 ①本対象者 150名 (平均年齢は男女とも 20歳) の
いずれにも心電図上の平定 T 波あるいは陰性 T
波を示す者はいなかった。心電図 QTc時間、QT
指標、あるいは心拍数に有意な男女差は認めら
れなかったが、性、BMI、体脂肪率、飲酒習慣、
睡眠時間、運動習慣の共変量を調整すると女性
の方がQTc時間およびQT指標は有意に大きく、
一方心拍数は男性の方が有意に高かった 
(P<0.05)。QTc 時間は性と BMI と有意な関連が
あり、一方 QT指標は性、BMI、体脂肪率と有意
な関連が認められた。これらの共変量を調整し
て交感・副交感神経機能の指標である心拍変動
係数との関連を調べると、QTc 時間は心拍数と
有意な正の、また副交感神経指標と有意な負の
相関があり、QTc 時間は交感神経機能の影響を
受けることが示された。一方の QT 指標をこれ
ら交感・副交感神経機能の影響が見られず、こ
れらと独立した自律神経機能を表すと考えられ
た。 

 ②男子自動車販売従事者 1,809 名の年齢は 35±9
歳 (平均±標準偏差)、BMIは 23.3±3.8、睡眠時
間は 419±55分、100％エタノール換算飲酒量は
8 g/日 (範囲、0 ~ 243 g/日) で飲酒習慣者は
68.2％、喫煙習慣者は 60.3％、運動習慣者は
18.0％、職場ストレスのある者は 63.8％であった。
食事習慣のうち朝欠食者は 25.7％、間食習慣者
は46.9％、夕飯時刻の不規則者は59.8％であり、
昼食メニュー (複数回答) は、弁当が 65.3％、外
食が 9.7％、カップ麺摂食者が 53.5％、おにぎり



が 13.4％であった。肝機能検査値は ALTが中央
値 22 IU/L (範囲、4 ~ 260 IU/L)、ASTが 21 IU/L 
(10 ~ 128 IU/L)、GGTが 29 IU/L (7 ~ 1,573) であ
り、これらの肝機能異常を示す者の割合は ALT 
(> 30 IU/L) で 28.2％、AST (> 30 IU/L) で 14.2％、
GGT (> 50 IU/L) で 24.0％であった。 

   肝機能異常に影響する要因を多重ロジスティ
ック回帰分析で解析すると、ALT 高値にはカッ
プ麺摂食 (全ての交絡因子を調整した Odds 比
1.382、95％信頼区間 1.083 ~ 1.764)と 100％エタ
ノール換算 90.1 g/日以上 (Odds 比 1.788、95％
CI 1.025 ~ 3.121)が、AST高値にはエタノール換
算 30.1 g/日以上 (Odds比 2.152、95％CI 1.390 ~ 
3.334) と間食習慣 (Odds比 0.643、95％CI 0.478 
~ 0.864) が、また GGT高値に対しては睡眠時間
の増加、カップ麺摂食 (Odds 比 1.307、95％CI 
1.004 ~ 1.702)、おにぎり摂食 (Odds 比 1.498、
95％CI 1.022 ~ 2.195)、間食習慣 (Odds比 0.544、
0.419 ~ 0.705)、エタノール換算 0.1 g/日以上 
(Odds比 3.042、95％CI 2.125 ~ 4.354) であった。
さらに、カップ麺のみ摂食回数別に再計算する
と、ALT高値に対して 1 ~ 2回/週の場合 Odds比
が 1.330 (95％CI 1.010 ~ 1.751) で 3回/週以上の
Odds比は 1.467 (95％CI 1.074 ~ 2.005) となり、
GGT 高値に対しては 3 回/週以上の時のみ Odds
比 1.422 (95％CI 1.018 ~ 1.985) であった。以上よ
り、昼食に摂るカップ麺は選択的に肝機能の
ALTおよびGGTの異常高値に関連することが示
された。これに対し、職場ストレスは肝機能に
有意な影響を及ぼすとは考えられなかった。 

 ③上記の男子自動車販売従事者 1,809名のうち、職
場ストレス要因があると回答した者は 63.8％、
家庭でのストレス要因があると回答した者は
18.3％であった。年齢、BMI、職場・家庭内スト
レスの有無、喫煙・飲酒習慣の有無、運動習慣
の有無、睡眠時間が血圧・自律神経系機能にど
のように関連するか調べた。職場ストレス有群
は、職場ストレス無群と比べ、年齢 (各々、35.9
±8.7歳と 34.6±9.9歳)、BMI (23.4±3.8と 23.0
±3.6)、睡眠時間 (416±56分と 425±52分)、家
庭内ストレス  (25.0％と 6.4％)、拡張期血圧 
(71.4±11.1 mmHgと 70.3±11.5 mmHg)、QTc時
間 (393.4±20.0 と 391.5±20.2 ㍉秒)で有意差が
認められた (P<0.05)。家庭内ストレス有群は、
家庭内ストレス無群と比べ、QTc 時間 (各々
394.7±19.9 と 392.2±20.1㍉秒)、QT指標 (95.0
±4.4と 94.4±4.4)、睡眠時間 (412±59分と 421
±54分)、職場ストレス (87.3％と 58.5％)、喫煙
率 (66.2％と 59.0％)で有意差が認められた。 

   自律神経系機能に影響する要因を重回帰分析
で検討すると、QTc時間に対し年齢 (標準回帰係

数=0.239, P<0.0001)、BMI (=0.051, P=0.0267)、
飲酒量 (=0.055, P=0.0194)、家庭内ストレスの
有無 (=0.044, P=0.0619) が関連し、QT指標に
対しては年齢  (=0.251, P<0.0001)、運動習慣 
(=0.053, P=0.0199)、飲酒量 (=0.053, P=0.0236)、
家庭内ストレス (=0.048, P=0.0404) であった。
これに対し、血圧および心拍数に対しては職場
ストレスおよび家庭内ストレスともに有意な関
連を示さなかった。以上より、職場ストレスを
有する人は家庭内ストレスを有する割合も高い
ものの、自律神経系機能は特に家庭内ストレス
を反映する可能性が示唆された。 
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